
１ 重要な会計方針
 （１）有価証券の評価基準及び評価方法
       満期保有有価証券は償却原価法（定額法）
       その他有価証券は決算日の市場価格等に基づく時価法
 （２）固定資産の減価償却の方法

 （３）消費税等の会計処理

２ 基本財産及び特定資産の増減額及び残高
   基本財産及び特定資産の増減額及びその残額は、次のとおりである。(単位∶円）

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残額
 基本財産
　　　普通預金 8,590 0 0 8,590
　　　外　　債 800,000,000 0 0 800,000,000
　　　地 方 債 8,290,000 40,229 0 8,330,229
　　　社　　債 700,000,000 18,751,000 200,000,000 518,751,000
　　　金銭信託 0 200,000,000 0 200,000,000
　　　　小　　計 1,508,298,590 218,791,229 200,000,000 1,527,089,819
 特定資産
　エメックス会議等積立預金 29,600,000 2,600,000 8,000,000 24,200,000
 環境保全創造研究費積立預金 7,000,000 0 1,000,000 6,000,000
　　　　小　　計 36,600,000 2,600,000 9,000,000 30,200,000
　　　　合　　計 1,544,898,590 221,391,229 209,000,000 1,557,289,819

３ 基本財産及び特定資産の財源等の内訳
   基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである　　（単位∶円）

科　　　目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財産
からの充当額）

（うち負債に対す
る額）

 基本財産
　　　普通預金 8,590 8,590 0 －
　　　外　　債 800,000,000 800,000,000 0 －
　　　地 方 債 8,330,229 8,330,229 0 －
　　　社　　債 518,751,000 518,751,000 0 －
　　　金銭信託 200,000,000 200,000,000 0 －
　　　　小　　計 1,527,089,819 1,527,089,819 0 －
 特定資産 －
　エメックス会議等積立預金 24,200,000 0 24,200,000 －
 環境保全創造研究費積立預金 6,000,000 0 6,000,000 －
　　　　小　　計 30,200,000 0 30,200,000 －
　　　　合　　計 1,557,289,819 1,527,089,819 30,200,000 －

４　満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
   満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、
   次のとおりである。 　　　（単位∶円）

科　　　目 帳簿価額 時価 評価損益
国際金融公社 100,000,000 83,330,000 △ 16,670,000
国際金融公社 100,000,000 89,220,000 △ 10,780,000
ダイワSMBC＃７５９ 200,000,000 190,860,000 △ 9,140,000
ドイツ復興金融公庫 100,000,000 62,850,000 △ 37,150,000
国際復興開発銀行 100,000,000 95,490,000 △ 4,510,000
国際復興開発銀行 100,000,000 100,811,000 811,000
北欧投資銀行 100,000,000 91,577,000 △ 8,423,000

合     計 800,000,000 714,138,000 △ 85,862,000

５ 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残額は、次のとおりである。 　（単位∶

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

貸借対照
表上の記
載区分

補助金
受取地方公共団体補助金 兵庫県 0 14,636,614 14,636,614 0

合　　　計 0 14,636,614 14,636,614 0

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記

　     什器備品の減価償却は定額法によっている。

       消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっている。
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